
第2節　自然環境質の現況と評価

自然環境の現状をは撞する方法としては，森林面積や鳥獣の生息数などのように数量的には握

が可能なものがあるが，自然環境の質といったもののは握はその事柄の性質上これを計量化する

ことには困難が多い。

しかし，本計酎こおいては可能な限り自然環境をトータルなものとしては握するという観点か

ら，植物，動物及び景観についてそれぞれの現状をは握しこれを指数化することとした○
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1．植　　　物

本計画においては，第三

れを運用するものである丈

を設定した。この「植物［

［植　生　図1

植生図からみた本県の三

ができる。また，地帯別か・

ると，次のとおりである。

植　生　状　況

植　生　の　成

冬季の季節風から守らj

砂　浜

入江になっている浅瀬

断崖の多い浅土の磯浜

）岩礫地

海蝕崖

上記以外の比較的自然

農家の屋敷の周辺や水
の沼沢地

池や沼の周辺部，河川

池や沼の中央部

河川の洲

中河川の川べり

自然が最も良く保護さj

伐採された後に二次的ケ

やや乾燥し易い，斜面［

やや湿潤な斜面下部や老

暖温帯域で自然が最もJ


